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さて、先月もいろんな話が出ましたが、「HS」と「不登校」の壁の厚さが話題になりました。「なぜ親たちは、ごしょごしょクラブより適応指導教室に殺到するのか」。「ホームスクーリング」という言葉はよく聞くようになったけれど、やっぱり基本は「学校復帰」で、HSなら家できっちり勉強させなくてはならないという認識が強いのではないか。

結局親が「勉強って何？」「学力って何？」「子どもが育つってどういうこと？」というような問いにまともに取っ組み合って自分なりの根っこを持てないと、どっかりと腰を据えてそのままの子どもを受け入れることは難しいのかもしれません。評価のない子どもの暮らしが不安か、それとも逆に気楽で楽しく感じるか、そこら辺が分かれ道のような気がします。

一口にHSと言っても、その暮らしぶりはさまざま。いわゆる「お勉強」に関してだけ見ても、ここに参加している家庭もみなそれぞれ。学校的な勉強は全然していない子、週に２回放課後学校で先生に補習をしてもらうのを楽しんでいる子、家庭教師に習っている子、通信講座をやっている子、塾に行ったり学校の試験だけ受けている子、時々親と勉強する子･･･。その他興味に応じた習い事や遊びから、読み書き計算はもちろん親も知らないビックリするような知識をいつの間にか覚えているというのは、子どもと何年か過ごしてみればすぐにわかることですが。

　まあ、いろいろ言っておりますが、私たちも何も自信があるわけではなく、不安や迷いを抱えつつ、でも自由でいいなあと試行錯誤でやっているわけです。ただこの集まりの帰り道がどうして幸せな気分になるのかはよくわかります。それはお母さんたちが子どもたちのことをこう思っているのがわかるからです。「おい、ガキども！ややこしいけど、愛シテルゼ！」。

